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12/22/2015 説明会配布資料 

ニューヨーク市立大学クイーンズ・カレッジ夏季海外研修 

 

はじめに 

 神戸大学国際文化学部ならびに経済学部は合同で、ニューヨーク市立大学クイーンズ・カレッ

ジ（以下、クイーンズ・カレッジと表記します）との交換留学プログラムを 2015 年度からスタ

ートさせました。この交換留学プログラムをめぐって両大学で話し合いを深めていくなかで、さ

らに交流を活発化させていくために、短期の夏季プログラムもやっていこうという機運が高まり、

このたび、来年の 8 月にいよいよニューヨーク市立大学クイーンズ・カレッジ夏季海外研修をス

タートさせる運びとなりました。世界中から多様な人びとが集まるニューヨーク市で、1 か月間、

都市や移民にかんする実際のアメリカの大学の授業を受講し、実地の課外実習にもチャレンジす

ることで、アメリカとグローバル社会にかんする知識を身につけてみませんか。多くのみなさん

の参加を待っています。 

 

ニューヨーク市立大学クイーンズ・カレッジ夏季海外研修の概要 

【対象学生】：国際文化学部と経済学部の学部新 2 年生以上 

 

【研修実施先】：Queens College, City University of New York 

 

【募集学生数】：15 名以上 

（参加予定学生が 15 名を下回った場合、研修が中止になる場

合があります。） 

 

【実施日時】：2016 年 8 月 2 日（火）～29 日（月） 

※ 往復ともにデルタ航空を利用予定。関空から乗り継いで成田より出発、アメリカ東部時間 2 日

に到着（到着は JFK 空港を予定）。4 日から授業開始、授業終了は 23 日。アメリカ東部時間 28 日

に現地発、日本時間 29 日に成田に到着し、同日の夕方に関空に帰着予定。 

 

【宿泊先】：クイーンズ・カレッジ学生寮とホームステイ 

※ 現地到着後、最初の 10 日間程度はクイーンズ・カレッジ学生寮に宿泊を予定。その後、残り

の 2 週間程度、大学周辺でのホームステイ先に宿泊を予定。 

 

【神戸大学のチャレンジプログラム指定科目】 

ニューヨーク市立大学クイーンズ・カレッジ夏季海外研修は、神戸大学が次年度から実施する

チャレンジプログラムに指定されました。このチャレンジプログラムは、現地での研修とは別に、

現地滞在中に、自分たちで事前に設計したフィールド調査をおこない、帰国後に報告会を開いて

その調査結果を報告することで単位として認定するものです。今回、ニューヨーク市立大学クイ
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ーンズ・カレッジ夏季海外研修とチャレンジプログラムはひとつのセットとして実施します。 

上記は、昨年度、クイーンズ・カレッジで企画された夏季セミナーの募集のフライヤーです。 

（残念ながら参加希望者の人数が少なかったため、セミナーは中止になったとのことです。） 
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【事前・事後学習への参加の必要について】 

 この研修は、従来の語学研修ではなく、現地到着後、アメリカの大学の正規の授業科目を短期

で履修するものです。そのため、最低限の英語の能力も必要ですが、北米の都市や移民にかんす

る基礎知識も必要です。また、現地でチャレンジプログラムのフィールド調査をおこなうために、

事前に調査計画を立てることも必要になってきます。 

 そこで実施にあたっては、参加者を対象とした事前学習を前期においておこなう予定です。ま

た、帰国後も、事後のフォローアップ学習をおこないます（渡米直前オリエンテーションについ

ては国際文化学部と経済学部の学生の合同を予定しているが、事前・事後学習については原則と

して学部ごとにおこなう予定）。ニューヨーク市立大学クイーンズ・カレッジ夏季海外研修の参加

者は、これらの事前と事後の学習に参加することを義務とします。事前と事後の学習、渡米直前

オリエンテーションの実施時期、実施曜日・時限については、次年度の時間割の状況と参加者の

予定等を総合的に勘案して、後日決定します。 

 

【取得できる単位】 

 クイーンズ・カレッジが、提供クラスに付与する単位を、国際文化学部として外国大学修得単

位（4 単位）として認定する予定です。これにくわえて、神戸大学チャレンジプログラムとして 1

単位が認定されます。このニューヨーク市立大学クイーンズ・カレッジ夏季海外研修をやりきれ

ば、国際文化学部の参加者は最大で合計 5 単位が得られます。 

※ チャレンジプログラムは全学的に 2 回生を対象としたものであるため、上回生については国際

文化学部として独自に 1 単位として認定する予定です。 

※ 経済学部の参加者については、経済学部として単位認定をする必要があります。この点につい

ては、経済学部の事務室に問い合わせをしてください。 

 

【費用】 

現地授業料：1,680 ドル 

現地大学登録料：156.35 ドル 

現地での移動にかんする費用： 合計 300 ドルを予定 

宿泊料（寮とホームステイの組み合わせ）：1,000 ドルを予定 

航空運賃：約 17 万 5 千円  あんしんサポート 24（海外傷害保険付保） 12,800 円 

⇒概算 58 万円を目安としてください。 

※ 1 ドル 125 円として計算。 

※ 航空運賃は、空席状況やサーチャージによって今後とも変動の可能性あり。 

※ 食費、日本国内での空港までの各自の交通費、お土産代等は含んでいません。 

※ 成績優秀者には、JASSO（日本学生支援機構）の奨学金が、申請のうえ支給される可能性が

あります。ニューヨーク市立大学クイーンズ・カレッジ夏季海外研修自体が、支給対象プログラ

ムとなるかは、現段階では未定です。 
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【応募方法と期間】 

所定の書式により電子ファイルと紙媒体の両方で、下記期間中に国際文化学部の教務学生係に

申し込んで下さい。 

2016 年 1 月 25 日（月）～ 2 月 5 日（金）17:00 

※ 応募用紙は、後日、国際文化学部のホームページにアップします。 

※ 参加費用はかなりの高額です。また、日本と比較して、アメリカではさまざまな事件が近年で

は起きています。保護者の方がたとよく話し合い、十分な了解を得てから応募してください。 

 

【参加者の決定】 

2016 年 2 月第 2 週に書類と面接（予定）により参加者を決定する予定です。 

※ この段階での参加決定者の人数の状況により、二次募集をおこなうことがあります。 

 

【その他】 

・渡航期間を個人的に変更することはできません。事前に十分に来年夏の予定や都合を確認して

から、応募に踏み切ってください。 

・航空券の手配等は神戸大学生活協同組合がおこないます。 

・参加者は OSSMA 危機管理プログラムへの登録が必須であり、このプログラムについてのオリ

エンテーションを後日受講する必要があります。本人と保護者の方が捺印する OSSMA 誓約書の

提出も、後日必要になります。 

・教員 1 名の随行を予定しています。 

・このニューヨーク市立大学クイーンズ・カレッジ夏季海外研修の詳細は、クイーンズ・カレッ

ジのオフィサーならびにファカルティと調整中であり、詳細は今後変更になる可能性があります。

また、神戸大学の学内においても、詳細は国際文化学部と経済学部とのあいだで調整中であり、

この点でも詳細は今後変更になる可能性があります。 

 

【問い合わせ】 

地域文化論講座ヨーロッパ・アメリカ文化論コース、井上までメールでお願いします。 

hiro_inouye@port.kobe-u.ac.jp 

 

以上 


